
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２００９年８月１６日             NO,１８４ 

  
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
の
食
料
と
農
業
が
重
大
な
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
先
進
国
中
最
低
水
準
の

自
給
率
、
埼
玉
県
に
も
匹
敵
す
る
耕
作
放
棄
地
、
「
高
齢
化
」
す
る
農
業
者
。
農
産
物
の
価
格
は
下
が

り
つ
づ
け
、
大
規
模
農
家
で
さ
え
も
、
や
っ
て
い
け
な
い
の
が
現
実
で
す
。 

 

今
度
の
総
選
挙
で
は
、
自
民
党
ま
で
含
め
た
各
政
党
が
、
食
糧
自
給
率
の
引
き
上
げ
を
掲
げ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
低
下
の
一
途
を
た
ど
り
、
二
０
０
七
年
に
四
十
％
に
落
ち
込

み
、
食
用
と
飼
料
用
を
あ
わ
せ
た
穀
物
の
自
給
率
は
、
わ
ず
か
二
十
八
％
で
、
歴
代
の
自
民
党
政
権
の

農
業
破
壊
の
結
果
で
す
。 

 

自
民
党
政
権
は
、
財
界
の
要
求
に
沿
っ
て
、
工
業
製
品
の
輸
出
拡
大
と
引
き
換
え
に
農
産
物
の
市
場 

開
放
を
す
す
め
、
ア
メ
リ
カ
も
日
本
に
市
場
開
放
を
迫
り
、
自
民
党
政
権
は
ア

メ
リ
カ
い
い
な
り
に
、
日
本
の
農
業
に
犠
牲
を
強
い
て
き
ま
し
た
。 

 

日
本
の
農
業
と
食
料
を
守
る
た
め
に
も
、
財
界
と
ア
メ
リ
カ
に
モ
ノ
が
言
え

る
日
本
共
産
党
を
、
今
度
の
総
選
挙
で
大
き
く
の
ば
す
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 薄根川の文殊淵とよばれる川岸の林 
のなかに、大きな岩に梵字を彫った磨 
崖阿弥陀三尊仏があります。 
 高さ 2.8 メートル、幅 2.6 メートル 
の一枚岩の中央部分を額縁のようにく 
りぬき、阿弥陀如来三尊を表す梵字が 
彫り込まれています。 
 この磨崖仏には、文和３年（１３５ 
４）と彫られていることから、南北朝 
時代につくられたものと考えられます 
が、この時代は沼田台地に幕岩城がつ 
くられる以前で、県内でもこのような石仏としては、もっとも古

い部類に入るのではと言われています。 
 岡谷町の中部に熊野神社があり、その西隣に大きな岩があり、

その岩には、ちょうど熊が爪でひ

っかいたような跡があります。 
               この岩は、むかしむかし熊が持

ってきたという、言い伝えがあ

り、「おくまん様の岩」と呼ばれ、 
              それで隣にある神社は、熊野神社

というのだともいう話しもあっ

たようです。 

 みなさん。いよいよ総選挙です。国民のくらしと福祉を壊してきた

自・公政権を、今度の選挙で終わりにさせましょう。 
 みなさん。日本共産党は、「ルールある経済社会」をめざし、安心

して働きつづけられるルールづくりや、安心できる社会保障のルール

をつくり、国民のくらしを支え、地域経済を再生します。 
 みなさん。政権が変わったとしても日本共産党は、悪政から国民の

防波堤となるとともに、積極的提言で「建設的野党」として皆さんの

願い実現に頑張ります。比例代表では、日本共産党に大きなご支援を

お願いいたします。 

 「乗り合いタクシーを存続させる会」（代表薄根地

区 野村利二氏、川田地区原二次男氏）は、７月３０

日に「乗り合いタクシーの存続を求める陳情」を５８

４人分の署名を市長と議長に提出しました。 
陳情は、民生福祉委員協 

議会で審議され、賛成少数 
で不採択となりました。 
 議会の役割は、市民の声 
を市政に反映させ、市民の 
くらしを支えることです。 

 ７日～９日までの３日間、「平和のための戦争展」

がグリーンベル２１で開かれ、子ども連れの親子など     

大勢の人が訪れました。 
 中国人強制連行の資料

や原爆の写真や戦争中の

軍服などの展示、憲法９条

についてのシール投票が

おこなわれました。 

 １０日、酒井宏明予定候補は、老健施設と歯科診療所を訪問し、介

護職員や歯科医師などと懇談しました。 

               老健施設では、職員から「介護の現

場は、矛盾が渦巻いている。安心して

介護サービスが受けられるように、命

を大切にする政治にしてほしい」とい

う声が寄せられました。 

               歯科診療所の懇談では、八ツ場ダム

問題や財源問題などの質問が出され、

酒井さんがていねいに答えました。 

 

 

 

 

 

 


